
 

  

二
月
の
行
事
予
定 

 

三
日
（
水
） 

一
四
時 

 
 

 

ま
ど
か
グ
ル
ー
プ 

 

四
日
（
木
） 

一
四
時 

 
 

 

川
柳
「
人
生
」 

 

八
日
（
月
） 

一
四
時 

 
 

 

押
し
花 

一
五
日
（
日
）  

 
 

 
 

 
 

 

写
真
ク
ラ
ブ 

一
六
日
（
火
） 

一
四
時 

 
  

お
花 

二
〇
日
（
土
） 

一
五
時 

 
  

親
睦
会 

二
一
日
（
日
）  

 
 

 
 

 
 

  

散
髪 

二
四
日
（
水
） 

一
〇
時
四
〇
分 

 

買
い
物 

二
六
日
（
金
） 

一
一
時 

 
 

食
事
会
（
お
好
み
焼
き
）

  

あ
た
ま
の
体
操 

 

漢
字
読
み
ク
イ
ズ 

 

（
難
易
度 

☆
☆
☆
） 

 
 

 

一
、  

鯵 
 

二
、  

鮎 
 

三
、  

鰯 
 

四
、
鰻

 
 

 
五
、  

鱈 
 

六
、  

鰹 
 

七
、  

鯨 
 

八
、
鯉

 
 

 

九
、  
鯖 

 

十
、  

鯛
、 

十
一
、
鮒 

  
十
二
、
鮪 

 

十
三
、
鱗 

 

十
四
、
鮃  

十
五
、
鮑 

 
十
六
、
鱒 

 

十
七
、
鯰  

十
八
、
鯏 

 
十
九
、
鯑 

 

二
十
、
鰑 

 
 

 
 

 
 

 
  

答
は
来
月
号
！ 

 
 

（
出
題 

賽
銭
Ｑ
） 

     

川
柳 

 
 

 
 

 
 

「凧
」 

凧
の
糸 
切
れ
た
如
く
に 

去
っ
た
彼 

金
子

凧
上
げ
に 

う
つ
つ
を
ぬ
か
す 

孫
と
じ
じ 

晴
男

糸
切
れ
た 

凧
の
自
由
さ
が 

気
に
か
か
る 

久
子

凧
あ
げ
も 

ゲ
ー
ム
に
変
わ
り 
空
さ
み
し 

和
夫

連
凧
の 

一
直
線
の 

こ
こ
ろ
ざ
し 

久
子

空
高
く 

凧
我
が
畑
に 

舞
い
上
が
る 

厚
彦

手
作
り
の 

凧
と
飛
ば
し
た 

幼
き
日 

初
音

宇
宙
ま
で 

届
け
と
凧
の 

尻
扇
ぐ 

一
太

空
を
舞
ふ 

凧
糸
た
ぐ
る 

指
太
し 

幸
子

凧
上
げ
は 

昔
し
定
番 

今
ゲ
ー
ム 

千
里

ゆ
で
た
こ
の 

い
い
を
魚
に 

す
す
む
酒 

武
雄

読
者
よ
り 

 

秘
せ
し
も
の 

か
た
き
蕾
に 

春
を
待
つ 

育
枝

ひ
と
と
き 

施
設
長 

中
島 

聖
恵

『
ホ
ッ
コ
ラ
、
ホ
ッ
コ
ラ
、
本
物
の
森
作
り
』
（
そ
の
二
） 

宮
脇
先
生
に
お
出
合
い
し
て
、
お
話
を
伺
う
ま
で
、
森
に

「
本
物
」
と
「
偽
物
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
は
「
本
物
の
森
」
と
は
ど
ん
な
森

で
し
ょ
う
。 

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
私
の
脳
裏
に
鮮
明
に
残
る
阪
神
淡

路
大
震
災
の
と
き
の
こ
と
、
先
生
の
書
か
れ
た
本
を
読
ん
で

い
る
と
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。「
近
代
技
術
に
よ

る
構
造
物
は
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
ク
ス
ノ
キ
や
カ
シ
ノ
キ
の

並
木
が
火
災
の
延
焼
を
止
め
、
崩
れ
る
屋
根
を
支
え
て
多
く

の
人
の
命
を
守
っ
た
」
と
い
う
の
で
す
。 

日
本
は
昔
本
物
の
森
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
あ
る
の
は
ニ
セ
モ
ノ
で
す
。
そ
れ
は
植
林
し
た
森
、
商
業

主
義
か
ら
ス
ギ
ば
か
り
と
か
、
ヒ
ノ
キ
ば
か
り
と
い
う
よ
う

に
、
あ
る
一
種
類
の
木
を
植
え
た
森
で
す
。
里
山
の
雑
木
林

も
、
い
つ
も
人
の
手
を
加
え
な
い
と
維
持
出
来
ま
せ
ん
。
土

砂
崩
れ
、
土
石
流
と
自
然
災
害
に
弱
く
、
ま
た
、
花
粉
症
の

原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

宮
脇
先
生
の
「
千
年
の
森
を
作
ろ
う
」
と
い
う
志
は
、
本

物
の
森
で
な
い
と
長
持
ち
し
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
本
来
生

育
し
て
い
た
植
物
で
、
自
然
の
掟
に
従
っ
て
、
主
木
の
シ
イ
、

タ
ブ
、
カ
シ
類
の
高
木
層
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
モ
チ
ノ
キ
、
シ

ロ
ダ
モ
な
ど
の
亜
高
木
層
、
そ
し
て
ア
オ
キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヒ

サ
カ
キ
な
ど
の
低
木
層
と
い
う
よ
う
に
潜
在
自
然
植
生
の
多

種
多
様
な
構
成
種
群
で
出
来
て
い
ま
す
。
樹
木
の
根
元
は
、

落
ち
葉
や
折
れ
た
枝
な
ど
が
腐
葉
土
と
な
っ
て
、
微
生
物
が

繁
殖
し
、
無
数
の
虫
た
ち
を
育
み
、
落
ち
た
木
の
実
も
小
動
物

や
小
鳥
の
食
べ
物
に
な
っ
て
、
昆
虫
や
鳥
や
動
物
の
フ
ン
と
共

に
種
が
運
ば
れ
新
し
い
芽
が
吹
く
。
森
に
降
っ
た
雨
は
し
っ
か

り
地
下
に
延
び
た
根
元
に
蓄
え
ら
れ
て
、
伏
流
水
と
な
っ
て
谷

川
に
流
れ
、
更
に
大
川
に
注
ぎ
、
海
へ
と
下
っ
て
行
き
ま
す
。

何
百
年
も
何
千
年
も
そ
の
土
地
の
ど
ん
な
自
然
災
害
に
も
耐

え
て
生
き
延
び
て
き
た
、
そ
の
土
地
本
来
の
潜
在
自
然
植
生
の

主
木
群
を
中
心
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
構
成
木
を
「
混
ぜ
る
、

混
ぜ
る
」
そ
し
て
密
植
す
る
。
森
に
は
高
木
、
亜
高
木
、
低
木
、

下
草
な
ど
色
々
な
植
物
が
限
ら
れ
た
空
間
で
、
互
い
に
少
し
ず

つ
我
慢
し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
多
様
性

に
富
ん
だ
健
全
な
森
の
動
植
物
社
会
の
姿
を
見
出
し
ま
す
。
そ

れ
で
こ
そ
本
物
の
森
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
、
日
本
中
の
森
は
「
鎮
守
の
森
」
以
外
は
殆
ど
ニ
セ
モ
ノ

の
森
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
宮
脇
先
生
は
そ
ん
な
日
本

の
森
を
、
昔
、
日
本
中
を
覆
っ
て
い
た
本
物
の
森
へ
と
変
え
て

い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
そ
の
熱
い
思
い
の
一
端
で

も
担
わ
せ
て
頂
き
た
い
。
土
地
に
本
来
生
育
し
て
い
た
木
の
苗

木
を
植
え
る
植
樹
を
私
も
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
植
樹
す
る
と
き

に
は
、
一
本
一
本
の
苗
木
に
愛
情
を
吹
き
込
む
た
め
に
、
「
タ

ブ
の
木
」「
タ
ブ
の
木
」「
タ
ブ
の
木
」
と
三
回
木
の
名
前
を
呼

ん
で
植
え
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

自
分
が
植
え
た
木
が
、
人
類 

を
、
地
球
を
、
命
を
守
る
本 

物
の
森
に
繋
が
っ
て
い
く
と 

思
う
だ
け
で
心
が
躍
る
気
持 

が
致
し
ま
す
。 
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